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序  章

   農薬は、農作業者の労働負担を軽減するとともに農作物の増産に貢献してきた

が、一方で、生物に毒性のある化合物を開放的に使用することから、人体、環境に

悪影響をもたらしてきた。これらの悪影響は、監視し、防止する必要がある。

  私は、2001～2017年の16年間、佐久総合病院職員、日本農村医学会会員という立

場から、農薬の人体影響の防止を求めて研究してきた。さらに2017年以降は、農薬

人体影響防止研究所を設立して、研究を継続している。

  農薬と言っても、現在日本で登録されている有効成分だけでも、400種近くある。

過去に登録されていた化合物を含めると、その毒性は、毒物～普通物まで幅広く、

物理化学的性状も、20-25℃において、固体、液体、気体と様々であり、また、水溶

性～脂溶性まで幅広く分布する。

  このように、幅広い性質を持つ400種近い化合物(群)を、「農薬」の一言で纏めて

考えるのは無理があるだろう。やはり、個別の化合物(群)について、論じる必要が

ある。第１章では、私が、2000年代前半から2020年代にかけて、医療機関／研究機

関で関わった、農薬中毒･障害に関する研究を、農薬成分別に要約した。

  研究手法は、大きく２つに分かれていた。一つは 医療機関で診察・治療が行われ

た症例群を収集し考察する方法であり、他方は、農業者の労働衛生的調査を行うこ

とであった。前者の例としては、パラコート、石灰硫黄合剤が挙げられ、後者の例

として、有機リン殺虫剤群、クロルピクリン、シフルメトフェンが挙げられる。

  これらの研究は、農薬の人体影響を防止するすることを目的としていた。防止す

る方法としては、大きく分けて、①行政がリスクの大きい農薬の流通を禁止するこ

と、②農業者などが曝露を回避する行動を励行すること、③農薬を用いない防除技

術を使用すること、が挙げられる。

  ①の例としては、2009年の韓国国会における、パラコートの流通禁止の決定が挙

げられよう。その議論に我々の日本における調査結果が寄与できたことは、幸いで

あった。

  ②の例としては、我々の石灰硫黄合剤のパンフレットの配布などの活動が、貢献

できていれば、幸いである。

  ③の例としては、クロルピクリンなどの土壌燻蒸剤の代替えとして、太陽熱を援

用した土づくりが挙げられよう。

  １人の研究者が関われる化合物(群)の数は限られているが、読者の方々の農薬の

人体影響に関する考察に、本書の内容が参考となることが出来れば幸いである。

  また、第二章では、農薬の慢性影響などについて文献的考察を行った２論文を、

第三章では、佐久総合病院皮膚科(当時)堀内信之先生の皮膚障害研究を英文で紹介

した論文、第四章では、鹿児島大学医学部(当時)松下敏夫先生が開始された農薬中

毒臨床例調査を佐久総合病院が引き継いだ論文を紹介する。こちらも、ご参考とな

ることが出来れば幸いである。
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第３節  クロルピクリンの自覚症状、使用量の低減、代替農法

  クロルピクリン(主な製剤名：クロールピクリン､ドロクロール､ドジョウピクリン)
は、作付け前の圃場の土壌に施用され、ガスとして土壌の中を拡散して、殺虫、殺

菌、除草の効果をもたらす。

  一方で、農林水産省(2025)が、圃場の周辺住民の相当数に健康被害を認め、重点

対策を展開している。また、永美ら(2014)は、農業者にとっても、同剤による自覚

症状が多発し、施用作業が困難な農薬であることを報告した。

１．花卉栽培者のクロルピクリンによる自覚症状  (永美ら 2014)
  福岡県南部の電照菊部会が主催する2012年８月の健康診査に参加した男性69人に

面談調査を行った。

  クロルピクリンの施用作業では、38%が専用マスクを使用し、32%がゴーグルを

使用していた。防護具の使用の有無で、自覚症状の発生状況が大きく相違してい

た。防護具なしの方々の自覚症状と自覚率は、涙目72%、咳31%、鼻水31％、呼吸

が苦しい21％、眼がチカチカ19％の順であった(図 1-3-1)。

２．周辺住民のクロルピクリンによる健康被害  (永美ら 2022a)

  農林水産省(2025)の「人に対する事故及び被害の発生状況」から、クロルピクリン

による周辺住民の健康被害状況の把握を試みた。2010-19年の10年間に121人の報告

があり、年ごとの発生数はほぼ横ばいであり、月別にみると48%が5月に発生し、年

齢分布は広い世代にわたっていた。原因の80%がクロルピクリン処理後のフィルム

被覆を怠ることによるものであった．自覚症状は、目痛(91%)、喉痛(35%)、頭痛

(14%)の順であった(図 1-3-2)。

３．クロルピクリンによる鶏の集団死亡事例   
  上記のように、クロルピクリンが使用された圃場の周辺で、ヒトの健康被害が認

知されていて、さらに養鶏では、集団死亡事例が報告されている(照井 2006、日高

ら 2004)。
  照井(2006)は、クロルピクリンが使用され、被覆が行われなかった圃場に隣接し

た、風下の鶏舎で発生し(図 1-3-3)、鶏舎内の死亡羽数が、畑に近いケージに多かっ

たことを報告した(図 1-3-4)。

４．低透過性フィルムによるクロルピクリン使用量の低減  (永美ら 2022a)

  上記のように、クロルピクリンが、農業労働者だけでなく、周辺住民の健康被害な

どを引き起こしている(農水省 2025)ことから、農業技術研究センターなどで低透過

性フィルムを用いた、使用量の低減が試みられてきた(表 1-3-1)。
  特に、田中ら(2015)は、徳島県内のサツマイモ栽培について、この技術が生産地の

３割に普及していることを報告した。

５．太陽熱土壌消毒/太陽熱を援用した土づくり  (永美ら 2022a)
  さらには、「太陽熱消毒」、「低濃度エタノール殺菌」などの、土壌燻蒸剤を用い

ない農法も研究／実践されている(表 1-3-2)。
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  特に、「太陽熱を援用した土づくり」は、長年、日本の西南暖地の篤農家により実

践されてきた農法(例えば、永座 1990、日向 2005、永美 1998、岡林 2005)を、農

業･食品産業技術総合研究機構･中央農業研究センター(2015)の橋本知義(2016)ら
が、科学的に体系化したものである。

  ちなみに、永美(2016)は、農山漁村文化協会の「最新農業技術 土壌施肥 vol.8」に

おいて、「施設栽培者の土壌燻蒸剤の使用と自覚症状」と題して、本剤について解

説した。
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図 1-3-1 花卉栽培者のクロルピクリン使用時の自覚症状
（専用ﾏｽｸ＋ｺﾞｰｸﾞﾙ：15人、専用ﾏｽｸのみ：３人、防護しない：29人）

（出典：永美ら (2014) 図２）
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図 1-3-2  農林水産省が2010-2019年に認知した日本におけるクロルピクリン

              により健康被害を受けた住民の数  （出典：永美ら(2023a) Fig 1.）

ａ：クロルピクリンの土壌注入後ビニールで被覆したか否か。

ｂ：クロルピクリンの使用済み缶を圃場に放置した。
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表 1-3-1  難透過性フィルムによるクロルピクリン使用量の削減試験と

          普及状況
（出典：永美・末永(2022a) Table 3）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

筆頭報告者(報告年)  試験した県   試験作物    試みた使用量／普及状況                                              

─────────────────────────────────────

広田恵介(2007)         徳島県     サツマイモ        ２／３

清水恵美(2006)         石川県     メロン            １／３

米本謙悟(2008)         徳島県     サツマイモ        １／３

岩舘康哉(2009)         岩手県     ホウレンソウ     ４／５

─────────────────────────────────────

田中昭人(2015)         徳島県     サツマイモ        生産地の３割に普及

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

表 1-3-2  日本における土壌燻蒸剤を用いない土壌管理技術
（出典：永美・末永(2022a) Table 4）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

技術                  第一著者(報告年)     農作物

─────────────────────────────────────

太陽熱を援用した      橋本知義(2016)        ナス､キュウリ､トマト､エンドウ

  土づくり             鳥越芳俊(2016)        イチゴ

                       杉本正博(2020)        コマツナ

                       永座康全(1990)        トマト

                       日向昭典(2005)        キュウリ、ナス

                       永美大志(1998)        イチゴ

                       岡林俊宏(2005)        ナス

─────────────────────────────────────

太陽熱消毒            伊代住浩幸(2020)      ネギ

                       相楽徳康(2019)        ネギ

                       伊藤健(2015)          トマト

─────────────────────────────────────

低濃度エタノール      小原裕三(2020)        野菜２１種、花卉５種

  殺菌                 宮原大助(2018)        イチゴ

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━


